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説明事業

生涯学習推進事業費

戦略項目

担当名:担当名:生涯学習推進担当

教育基本法第3条・第13条、社会教育法第3条、生涯学習振興法

第3条 020106　家庭・地域の教育力の向上と生涯を通じた多様な学習活動の振興

予算額

決定額 1,8701,870

前年額

1,8701,870 1,8701,870

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

生涯学習を担う未来人材育成プロジェクト

１　事業の概要

　「子ども大学」を推進したことで、各地域に大学、NP

O、企業、市町村等のネットワークを構築するとともに

、自立した運営ができるようになった。このような「よ

さ」を生かし、組織と内容を充実させた子ども大学のモ

デル事業を実施し、広めていくことにより、各地域で生

涯学習を担う人材を育成する。

（１）子ども大学推進モデル事業　　　　1,870千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.2人＝1,900千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　子ども大学推進モデル事業　　　　　1,870千円
　　　　「子ども大学」の成果であるネットワークの構築などの「よさ」を生かして、子ども大学の組織・内容を充実
　　　させ、規模の広域化や異年齢交流等のモデル事業を実施し、これらのモデル事業を各市町村等へ広める。

（２）事業計画
　　ア　広域化した子ども大学モデルの実施
　　　　複数の子ども大学をまとめることで、市町村の枠組みを超え、広域的に連携した子ども大学を実施する。
　　イ　異年齢交流モデル事業の実施
　　　　異年齢交流を図るために、対象年齢を広げた子ども大学を実施する。

（３）事業効果
　　ア　既存の子ども大学のよさが各市町村内で共有され、子ども大学の組織・内容を充実させることができる。
　　イ　生涯学習活動の進展に多くの人材が関わることで、企画運営力が身に付いた人材を育成し、学びの循環が機能し
　　　た社会への進展を図ることができる。

(単位：千円)

分野施策


